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一 解 説 一

教育研究支援統合 ネ ッ トワーク ・システムの概要

情報処理センター 今 泉 重 夫

1.ま え が き

本学 情報処 理 セ ン ターは 、情報 処理 教育 お よ び研 究 の推 進 をはか るた め、学 内の共 同利

用施設 と して昭和63年4月 に開設 され て 、早 くも4年 目に入 った 。 この間 、汎 用 電 子 計

算 機ACOS430/70(日 本電 気製)を メイ ン ・フ レー ム と して運転 を開始 し、平 成

元 年度 に は、 ワー クス テー シ ョン(HP9000/360CMAX,HP製)を 設 置 した 。

また 、平成2年 度 には メ イン フ レー ムに高速 科学演算 プロセ ッサ ー、LANイ ンターフ ェー

ス等の導 入 と強化 を行 って来 た 。

この 間 、利用 者 、利 用実績 ともに順 調 に増加 して 、平成2年 度の利 用 状況 は 、汎 用 コ ン

ピュー タ(ACOS430/70)に よ るジ ョブ処 理利 用 は 、11,481件 で 、 そ れ に

要 した時 間 は、8,682時 間22分 で あ り、端 末利 用者 は、10,329件 で そ れ に 要 し

た 時間 は7,352時 間54分 であ った 。 ワー クス テー シ ョン利 用 は317件 で 、利 用 時

間 は4,666時 間57分 で あった。 また 、学外 大型 計算 機 セ ン ター 、学 術 情 報 セ ン ター

の利 用 は、268件 で 、利 用 時間 は92時 間44分 で あ った 。利 用 内容 につ いて は 、教 育

利用 と研 究利 用が 、それ ぞれ半分 つつ で あ った。

この よ うな状 況 に対応 し、情報 処理 教育 、研究 の一 層 の充実 と推 進 をはか るた め、本 年

度 に教 育研 究 支援統 合 ネ ッ トワー ク ・システ ム(以 下 、SS-NETと 略す)を 導 入 す る

ことに した。す なわ ち、汎 用 コン ピュー タ、 ワー クス テー シ ョン、パ ー ソナル コ ン ピ ュー

タ等 の情報 資源 を、今 まで単 独 で使 用 して来 たが 、 これ を電話 回線 を利 用 した高度 で柔 軟

な ネ ッ トワー クに よ り有機 的 に統合 させ 情報 資源 の共 有化 、学 内の インテ リジ ェン ト化 お

よ び コ ミュニ ケー シ ョンの一層 の充 実 と ともに 、情 報処 理教育 の 内容 の充 実 をはか る こ と

を 目的 として い る。導 入装置 の ネ ッ トワー ク部 、パ ソ コ ンLANシ ス テ ム部(第0実 習室 、

第二 実習室)は 、情報 処理 セ ンター内 に設置 し、その管 理運営 は、情報処 理 セ ンタ ーが 行

い、SS-NET装 置 を全学共 同利用 施設 として供 用 して い る。

さ らに、教 育効果 をあ げ るた め 、本 年度 は当該 設備 の ほか 、端末 機 と同一一の ノ ー ト型 パ

ソコ ンを370台 程度 導入 し、学 生 に貸与 し、いつで もどこで も身近 に利 用 で きる環 境 を

整 備 し、基礎情 報処 理教 育の 充実 もはか った 。

本稿 は 、 このSS-NETの 概 要 につ いて解 説 した もので あ る。
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2.教 育研 究支援 統 合 ネ ッ トワー ク ・シス テム(SS-NET)の 概要

計画 したSS-NETは 、全学 を対 象 と した情報 処理 、情報科 学 の基 礎教 育 と知 的生 産

性 向上 のた めの教 育研 究 を行 い 、パ ソ コ ンによ るLAN教 室 を2教 室(70台+50台)

設 けて 、各学部 の特 長 を生 か した教育 と研 究 を行 うこ とを 目的 に して い る。 さらに情 報 処

理セ ンター内の 各種 コン ピュー タ とLAN教 室 を含 めた ネ ッ トワー ク化 によ り、情 報環 境

の拡大 を図 り、学 内外 の研 究 ・教 育 資源 の有効 利 用 、教材 や文 献情 報 の=蓄積 と有 効利 用 を

はか り、学 際領 域 で も利 用 す る。 これ と同時 に、教員 ・学生 間または学外 、国外 との コ ミュ

ニケ ー シ ョンをよ り容易 に行 う事 も出来 る こ とが 必要 で あ る。 これ らの 目的 を達成 す るた

めの シス テ ム として は 、

①LAN教 室 に設 置 された パ ソ コンは 、すべ て ネ ッ トワー ク化 され て い る こ と。

② 設 置 された パ ソ コンは 、 日本 語MScosの ソ フ トウ ェァが使 用 で きて 、セ ン ター

の ホ ス ト機(ACOS430)と 互換 性が あ るこ と。 また 、 これ まで蓄積 して きた ソ フ

トウ ェア等 を活用 で きて 、 さ らに発展 させ る ことが で きる機種 で あ るこ と。

③ 教 員の 机 間の指 導や 助言 が しや す い様 に省 スペ ー スが 可能 なパ ソ コ ンで あ る こと。

④ 設 置 され たパ ソ コ ンが 、ホス ト機の端 末 と して利 用出来 る こ と。

⑤ ネ ッ トワー ク機能 と して、電 子 メール 、電子 掲示 板(BBS)等 の利 用が 出来 ること。

⑥ ネ ッ トワー クを通 して外部 の ネ ッ トワー クや デ ー タベ ー ス と接 続 出来 る こと。

⑦ ネ ッ トワー ク シス テ ムを利 用す る手順 が容易 で あ る こ と。出来 れ ば、 メニ ュー型 式 が

望 ま しい。

⑧ 少人数 で運 営す るた め 、保 守や 管理 が容 易で あ る こ と。

な どが 考 え られ る。 この条 件の下 で 、各種 システ ム案 を検 討 した 。

その 結果 、電 話 回線 を利 用 した ネ ッ トワー クシステ ム(シ ャープ社 、SS-NET)と

パ ソ コン端末 につ いて は、 ノー ト型 パ ソ コン(日 本電 気製 、PC-9801nv)に よ る

LANの 組 合せ に決定 した。 ネ ッ トワー ク部 はSS-NETと パ ソ コン とホス ト機 との組

合せ よ り成 り、イーサ ネ ッ ト通信 として 、1Mbpsお よ び10Mbpsの 通信 に対応 し、

大 容量 の フ ァイル転送 や グラ フ ィックス処理 等 も可能 で あ る。また 、端 末 間の伝 送 ス ピー

ドが異 な って も、 ネ ッ トワー ク側 で 自動調整 され るた め使 い易 く、 それ に19.2Kbp

sま で の非 同期手 順の 通信 が可 能 で あ る。その た め、学 外 ネ ッ トワー ク(N1-NET,

BITNET,JUNET,学 情 ネ ッ ト)へ の接 続 に適 して い る。そ して既 設 の電話 線 を利

用 して い るので 、今 後 の システ ム拡張 が容 易で あ り、新 た にケ ー ブル を敷 設 す る工事 が 簡

単 にす む。 また 、電 話 線 を利 用 してい るた め保守 、管 理 も容易 で あ る。
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ss-NET全 体の 概念 図 をFig.1に 示 した 。セ ン タ ー外 の 各 学 科 共 同研 究 室(8室

あ る)と 図書館 につ い ては 、デ ィジ タル 回線 に よ る電話 線 を利 用 して接続 した。 この 間 の

ドライブ ・ソ フ トウ ェアにつ いては 、東 海大 学 で開発 され たパ ブ リック ・ドメ イン(PD

S)のETを 利 用 した 。 これ を具 体化 した システ ム構i成 図 をFig.2に 示 した 。 主 に電 話

回線 を利 用す るた め 、信号 、デ ー タな どは原 則 と して非 同期 に変換 し、高速 伝送 を 必 要 と

す る部 分 はEthernet(IEEE802.3)の 二 系統 に 分 けて利 用 して い る。 そ

の た め非 同期通 信 インタ ー フ ェース(ADB)を 多 用 して い る。第1実 習 室 に は、 ノー ト

教 育 研 究 支 援 統 合 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム 概 念 図
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Fig.1:教 育 研 究支援統 合 ネ ッ トワー ク システ ム概 念 図
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教育研究支援統合ネッFワークシステム構成図
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型パ ソコ ン端末 をFig.3の よ うに70台 配置 して、セ ン ター 内 の 四 線 式電 話 回 線 を介 し

て 、マルチ ポ ー ト ・トラ ンシーバ ーよ りゲ ー トウ ェイ10台 を接 続 して 、各ゲ ー トウ ェイ

よ り、パ ソ コン端 末10台 づっ を シ リアル ・インタ ー フ ェース(RS-232C)に よ り

接 続 して い る。駆動 ソ フ トウ ェアにつ いては 、PDSのETを 利 用 した。

第 ■実 習 室 接 続 図
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また 、Fig.4の よ うに第2実 習 室 につ いて も、パ ソ コ ン端 末50台 で あ る こ と以 外 は 第

1実 習室 と同 じよ うに利 用 して い る。

第2実 習 室 接 続 図
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Figure5に は 、各学 科共 同研 究室 とセ ンター内研 究 室の 接 続 図 を示 した 。 セ ン タ ー外 の

各学科共 同研 究室 とは、電 話 回線 を介 して 、多機能 電話(SS一 フ ォン)に 接続 され て お

り、 これ よ りノー ト型 パ ソ コ ンとは、 シ リアル ・イ ンター フ ェースで接 続 され て い る。 ま

た 、セ ンター内研 究室 は4部 屋 あ り、高 速線(10Mbps)に よ り、ア ダプ ター を介 し

てEthernetに 接続 され 、ホス ト機 の他 に ワー クス テ ー シ ョン等 に も利 用 出来 る。

本 ネ ッ トワー ク ・システ ムで 、主 に使 用 して い る機器 類 の構成 とその機 能 につ いて の ・覧

表 をTable1に ま とめ た。
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品 名 品 番 数量 仕 様 機 能 等

統合通信 ON-1200 1台 伝 送 方 式: 2Mbps

シス テ ム 高速2線式 ピンポン伝送 (音 声:64K,デ ー タ:64K

伝 送 形 態 二 信 号:64K,バ ケ ッ ト:1M)

デジタル音声、回線交換データ 10MbpsEthernet通 信

Ethernetバ ケ ッ トデ ー タの 同 時 通 信 エ ラ ー フ リー 伝 送(10-9)

既設PBXと の接続: ス ピー ドマ ッチ ン グ機 能

構内交換機設備技術基準に適合 (異速度端末通信可能)

デ ジ タ ル 回 線: データ詳細通信記録機能

PBX内 線接続数24 リモ ー トシス テ ム メ ンテ ナ ンス

デジタルライン数24 管理システム

最 大 容 量:

PBX内 線接続数48

デ ジ タル ライ ン数72

SSフ オ ン ON-1511N 15台 RS-232C(非 同 期)x1 ワ ンタ ッチ ダ イヤ ル

Ethernetイ ン タ ー フ ェ イ スx1 /ス ピーカー受話器

外 寸 法:265(W)x182(D)xg1(H) デ ー タダ イヤ リン グ/2Mbps

重 量:14009

ADB ON-1700 5台 RS-232C(非 同期)x2 RS-232Cを2ポ ー ト装 備 した デ ー

(非同期データ (x-19.2Kbps) タ通 信 ボ ッ クス 、ス ピー ドマ ッチ ン

通信専用ボッ 外 寸 法:197(W)×260(D)×36(H) グ機能。

クス) 重 量:15009 エ ラ ー フ リー(10-9)

ExpressNet HUB本 体 1台 伝 送 速 度:10Mbps 電 話 線(4W)で10MbpsのEthernet

(IOBase‐T) エ ラ ー レ ー ト:10.8以 下 通信が可能

外 寸 法:261(W)×34(D)x197(H)

HUB 8台 通 信 プ ロ コ トル:IEEE802.3

アダプタ 外 寸 法:102(W)×76(D)x38(H)

コ ミュニケー ション NS-2012 13台 通 信 プ ロ コ トル:IEEE802.3 Ethernet環 境 にRS-232Cの 通 信 方

サ ー バ ー シ リアルポー ト数 二10 式を持つパソコンを接続するゲー ト

外 寸 法:1!5(W)x322(D)x330(H) ウェイ装置

重 量:70009

マ ル チ ポ ー ト Center‐ 2台 通 信 プ ロ コ トル:IEEE802.3 Ethernet環 境 にRS-232Cの 通 信 方

トランシーバ ー 一COM800 シ リアルポー ト数:10 式を持つパソコンを接続するゲー ト

外 寸 法:115(W)×322(D)x330(H) ウェイ装置

重 量:70009

モデ ム シ ュ ア ー OMRON 3台 通 信 規 格:ccITTV.22bis/V.21 外部接続用
MD24FS5 BELL212A/103準 拠

通 信 速 度:2400/1200/300bps

TabIe.1=ネ ッ トワー ク シス テム機 器構 成表 と機 能 一覧 表
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Figure6に は 、本 ネ ッ トワー ク ・システ ムの一般 的機 能 を ま とめ た もの で あ る。今 回

は 、経費 、人 的な ど諸事情 によ り統 合型 ネ ッ トワー ク ・システ ムの機能 の0部 分 しか 利 用

して いな いが 、本年 度 システ ムの導入 、運 用 をへ て 、今 後 、段 階 的に整 備す る予 定 に して

い る。

教

育

研

究

支

援

統

合

ネ

ツ

ト

ワ

ー

ク

情 報 イ ン フ ラ ス トク チ ャ

シ

ス

テ

ム

統合配線システム

タ 通 信

・音 声 だ けで な く
、高 速 デ ー タ通 信 も可 能 な電 話 線 によ り、学

内 の 情 報 イ ン フ ラ ス トラ クチ ャを構築 す る。

・電 話 線 を使 用 し、電 話 系 とデ ー タ系 の 配 線 を一 本 化 す る。

・学 科 単 位 の ロー カル ネ ッ トワー クを 統 合 した り
、学 内 の あ ら

ゆ る情 報 通 信 機 器 の ネ ッ トワー ク化 を 可能 に す る。

・マ ル チ メデ ィァ(音 声 ・RS-232C・Ethernet)
、 マル チベ ン

ダ(電 話 ・パ ソ コ ン ・W/S)環 境 へ の 対 応 が 容 易 。

・配線 か ら見 た一 元 的 な運 用
、管 理 が 行 な え る。

デ

非同期通信への対応

SSフ オ ン

ExpressNet

帆 用コンピュータへの対応

外部通信への対応

デ ー タ トラ フ 身ッ ク管 理

ISDN対 応

スピー ドマッチング機能による、異速度通信、エラーフリー機

能によりエラー率10』9を実現。

一対の電話で、音声/デ ータ/Ethernetの 同時双方通信が可能

電話線(4W)で10Mbpsの 高速通信を実現。

各種パソコンか ら非同期通信で接続。ゲー トウェイ機能等で各

種ホス トコンピュータの端末として作動。

少ないモデムを多 くの端末で共有し、外部発着信の効率がよい。

送受信ビッ ト量、保留時間等の接続情報を明細に出力する。

ISDN、 高速デジタル回線、GIVフ ァクシミリ、TV会 議等。

統 合 シ ス テ ム

システ ムインテ グ レー シ ョンi

保守管理

iネ ッ トワー クパ ソ コ ン教 室i

メール/掲 示板システム

(将来の検討課題)

トータルシステム(音声系/デ ータ系)の設計施工、および運用

サービスサポー トを含んだ体制。

音声/デ ータ通信端末の保守管理を一元化、リモー トメンテナ

ンスによる対応。

高度情報化社会、INS時 代に対応で きるコンピュータリテラ

シー教育の実施。自宅での自習学習が可能。

・電子メール 教員間、教員学生間の連絡、学生のレポー

ト提出

・電子掲示板

・ボイスメール 不在時の音声メッセージ蓄積、自動交換

台機能。音声メッセージの掲示板利用。

Fig.6=教 育 研 究支援 統 合 ネ ッ トワー ク シス テムの一 般的 機能
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3.今 後 の課題

夏季 休業 を利 用 して 、ハ ー ドウ ェアの設定 を終 了 し、その 後 、ソ フ トウ ェアの設 定 、 イ

ンス トール等 ネ ッ トワー クの システ ム開発 を行 った。 ネ ッ トワ ー クへ の 入 口 はFig.7の

通 りメニ ュー形 式 で 、使 い易 くして あ る。例 えば、"1"の ネ ッ トワー クの利 用 を選 択 す

る と自動 的 にエ ミュ レー タ ーソ フ トのETが 立 上 が り、ホ ス ト機 に接続 され 、仕事 が 実 行

出来 る。また 、"2"を 選択 す る と、MS-DOSモ ー ドにな って 、必 要 な ソ フ トウ ェア

(例 えば 、MS-DOS,MS-WORKS,0太 郎 ダ ッシ ュ等 につ いて は 、 セ ンタ ー側 で

用意 して い る)をFDド ラ イブに入 れて 、起動 す る様 に して あ る。 もちろん 、仕 事 を 中止

して 、再 び初期 メニ ュー画面 に も どる こと も出来 る。初 心 者 には 、手 順が やや 複雑 なた め

奈 良 大 学(NaraUniv.)Menu 1991.07.29

1991.08.21

口=一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一==一 一 一 一 一 一 一 一 一====呂 一e口

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ0(NUCC)

数 字(1;20rO)を 入 力 し た 後 リ タ ー ン(Enter)キ ー を 押 し て 下 さ い

=ニ==ニ>ii

Fig.7=ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム 利 用 開 始 メ ニ ュー 画 面
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間違 えることが あ り、 もっと手順 を簡素化す る必要がある。本 システ ムを使い易 くす るた

め、さらにシステム開発が必要である。また、システム全体を監視 し、利用統計 、評価 プ

ログラム等あ と廻 しになっている。今後 、ネッ トワークシステ ム全体の検討 と利用 しやす

くするための システム開発が必要である。
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